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国
が
公
表
し
た
幼
児
教
育
の

無
償
化
の
具
体
的
な
内
容
お
よ
び

実
施
さ
れ
た
場
合
の
影
響
は
。

０
～
２
歳
児
の
保
育
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
が
無
償
化
さ
れ
、

３
～
５
歳
の
認
可
保
育
所
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
は
、
所
得
を

問
わ
ず
無
償
化
さ
れ
る
。
有
識
者

会
議
を
設
置
し
て
、
夏
ま
で
に
認

可
外
保
育
施
設
の
無
償
化
の
対
象

な
ど
結
論
を
出
す
。
無
償
化
の
実

施
で
、
入
所
申
込
者
の
増
加
が
想

定
さ
れ
る
が
、
受
け
入
れ
先
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
、
待
機
児
童
が
増

え
る
だ
け
で
終
わ
る
危
険
性
が
あ

る
。
受
け
入
れ
先
の
拡
大
を
今
後

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

待
機
児
童
が
出
る
要
因
は
１

つ
で
は
な
い
と
思
う
が
、
大
き
な

要
因
は
何
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

要
因
の
１
つ
は
、
保
育
士
不

足
で
あ
り
、
公
立
私
立
を
問
わ
ず
、

保
育
士
不
足
が
続
い
て
い
る
。

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

保
育
士
の
確
保
は
大
き
な
課
題
と

考
え
る
が
、
行
政
組
織
は
ス
リ
ム

化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
正
規

と
非
常
勤
の
保
育
士
が
連
携
し
て
、

質
の
高
い
保
育
を
行
う
必
要
が
あ

る
が
、
保
育
士
の
任
用
状
況
並
び

に
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

正
規
の
保
育
士
は
１
２
０
人
、

う
ち
８７
人
が
５
つ
の
こ
ど
も
園
に

配
属
し
て
い
る
。
こ
ど
も
園
で
の

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
非
常
勤
保
育

士
は
８０
人
い
る
。
近
年
、
保
育
士

を
重
点
的
に
確
保
す
べ
く
採
用
し

て
お
り
、
過
去
５
年
間
で
任
期
つ

き
職
員
を
除
く
正
規
の
保
育
士
４８

人
を
採
用
し
、
４
月
か
ら
７
人
採

用
し
て
い
る
。
非
常
勤
の
保
育
士

も
、
来
年
度
か
ら
報
酬
を
引
き
上

げ
、
確
保
に
努
め
た
い
。

保
育
士
の
確
保
に
は
処
遇
改

善
の
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
か
ら

の
報
酬
額
引
き
上
げ
の
具
体
的
な

額
や
考
え
方
は
。

非
常
勤
職
員
は
３
年
ご
と
に

報
酬
を
改
定
し
て
い
る
。
今
回
の

改
正
案
で
は
、
報
酬
の
引
き
上
げ

と
、
複
数
担
任
を
担
う
場
合
に
担

任
の
単
価
を
適
用
す
る
こ
と
で
、

月
額
２１
万
４
，
９
０
０
円
と
な
る
。

今
回
は
、
一
時
金
の
支
給
は
見
送

っ
た
が
、
そ
の
分
を
月
額
に
上
乗

せ
す
る
。
２９
年
４
月
の
水
準
で
比

較
す
る
と
、
年
収
ベ
ー
ス
で
の
報

酬
額
は
現
行
で
県
内
９
番
目
だ
が
、

改
定
後
は
３
番
目
に
な
る
。
３２
年

度
か
ら
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
て
の
任
用
を
見
込
ん
で
お
り
、

昇
給
や
期
末
手
当
の
支
給
も
可
能

と
な
る
。
給
料
月
額
は
未
定
だ
が
、

年
収
ベ
ー
ス
で
は
さ
ら
な
る
改
善

に
努
め
た
い
。

待
機
児
童
の
解
消
に
は
今
後

も
公
立
・
私
立
の
連
携
が
不
可
欠

と
考
え
る
。
現
状
の
私
立
保
育
園

と
の
連
携
は
。

昨
年
度
、
広
報
で
保
育
士
募

集
の
特
集
記
事
を
掲
載
し
た
。
公

立
・
私
立
保
育
園
の
情
報
を
提
供

し
て
お
り
、
市
全
体
を
意
識
し
て

保
育
士
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

３０
年
度
予
算
で
は
、
保
育
支
援
者

を
配
置
す
る
私
立
の
園
に
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
予
定
し

て
い
る
。今
後
も
引
き
続
き
公
立
・

私
立
連
携
し
て
、
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
て
い
く
。

１０
年
近
く
待
機
児
童
が
出
て

い
る
が
、
国
が
実
施
す
る
幼
児
教

育
無
償
化
の
際
の
対
応
は
。

無
償
化
の
具
体
的
な
内
容
が

示
さ
れ
た
ら
、
ど
う
進
め
る
べ
き

か
検
討
し
た
い
。

今
後
の
国
の
動
向
等
を
見
据

え
、
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

今
後
も
よ
り
一
層
、
公
立
・

私
立
連
携
を
し
て
取
り
組
み
た
い
。

今
後
、
受
け
入
れ
拡
大
を
図
る
場

合
に
は
、
幼
稚
園
施
設
の
活
用
等

も
踏
ま
え
て
、
教
育
委
員
会
と
も

協
議
の
う
え
進
め
た
い
。

国
民
健
康
保
険
の

県

単

位

化

当
市
の
方
針
等
を
決
定
し
た

経
緯
お
よ
び
結
果
は
。

前
回
の
一
般
質
問
後
、
県
が

仮
係
数
の
算
定
結
果
を
示
し
、
１

月
２６
日
に
本
係
数
の
算
定
結
果
が

示
さ
れ
た
。
算
定
さ
れ
た
の
は
、

県
全
体
の
財
布
に
納
め
る
国
保
事

業
納
付
金
で
あ
る
。
算
定
結
果
に

向
け
、
現
在
の
保
険
税
を
段
階
的

に
値
上
げ
し
て
す
り
合
わ
せ
る
案

を
、
２
月
２１
日
の
運
営
協
議
会
で

諮
り
、
保
険
税
率
及
び
額
が
承
認

さ
れ
、
今
議
会
に
議
案
と
し
て
提

出
し
た
。

仮
係
数
と
本
係
数
の
試
算
の

結
果
、
ど
う
判
断
し
た
の
か
。
平

成
３６
年
度
の
保
険
税
率
と
金
額
に

す
り
合
わ
せ
る
ま
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
パ
タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の
か
。

３１
年
度
か
ら
値
上
げ
す
る
と
、

最
初
の
値
上
げ
幅
が
２９
年
度
比
で

大
き
い
為
、
３０
年
度
か
ら
見
直
し

を
行
い
実
施
す
る
。
県
試
算
は
、

過
去
３
年
間
の
平
均
人
数
を
県
民

全
体
で
負
担
す
る
考
え
で
、
応
益

割
を
厚
く
、
応
能
割
を
薄
く
し
て
、

現
年
分
保
険
税
で
納
付
金
を
賄
う
。

本
市
試
算
は
、
被
保
険
者
数
推
移

を
詳
細
に
予
測
し
、
可
能
な
限
り

被
保
険
者
の
税
負
担
を
軽
減
す
る

よ
う
、
応
能
割
に
重
点
を
起
き
、

税
額
全
体
で
約
５
０
０
万
円
多
く

見
込
め
る
仮
係
数
を
用
い
て
算
定

し
た
。
こ
う
し
て
編
成
し
た
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
案
を
今

議
会
に
上
程
し
た
。

値
上
げ
は
被
保
険
者
の
負
担

に
な
り
、
市
が
何
も
せ
ず
に
受
け

入
れ
た
な
ら
問
題
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
考
え
、
行
動
し
た
の
か
。

県
単
位
化
で
の
値
上
げ
は
容

易
に
承
認
で
き
ず
、
県
内
１２
市
で

構
成
す
る
国
保
都
市
協
議
会
等
で
、

医
療
費
の
計
算
の
見
直
し
を
県
に

申
し
入
れ
た
が
、
採
用
さ
れ
な
か

っ
た
。
可
能
な
限
り
市
民
の
負
担

を
軽
減
す
る
よ
う
、
少
し
で
も
負

担
の
軽
い
算
定
方
法
を
選
び
、
負

担
を
願
う
よ
う
に
努
め
た
。

前
回
一
般
質
問
で
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
の
制
度
説
明
を

財
政
面
か
ら
聞
い
た
が
、
健
康
保

険
に
重
複
し
て
支
払
っ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
ま
だ
拭
え
な
い
。

厚
生
労
働
省
が
規
定
す
る
ル

ー
ル
分
は
繰
り
入
れ
る
べ
き
と
さ

れ
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
等
に
係

る
保
健
事
業
分
は
ル
ー
ル
外
と
の

指
摘
が
あ
り
、
３０
年
度
予
算
案
か

ら
除
い
た
。
ル
ー
ル
分
以
外
の
赤

字
補
塡
の
繰
り
入
れ
は
、
国
保
加

入
者
で
な
い
住
民
の
税
金
が
含
ま

れ
る
為
、
非
加
入
者
が
国
保
を
支

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
市
で
は
、

赤
字
補
塡
の
た
め
の
一
般
会
計
か


